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災害
左に示したものは越中島線跡に計画する湿地帯と
森林帯の断面図である。豪雨時は湿地のもつ保水
能力によって雨水を蓄え、内水被害を抑える。

浄化
湿地は雨水、川の水をそこに循環させることによ
って水質浄化を行うことができる。またこのリニ
アな緑地帯における植物が大気浄化への一助とも
なる。

教育
湿地や森の形成がかつての原風景の形成となり、
本来の気候に見合った植生の学習のための場とな
る。

　本計画は今後増加の一途をたどるであろう豪雨による内水被害の軽減を目指す。
敷地はかつて栄えていた小名木川をまたぐ越中島線。本計画は日常的には都市の
環境装置となり、大気浄化、水質浄化を、またかつての植生の回復により教育施
設となる。豪雨時には湿地のもつ貯水能力により内水被害を軽減することができ
る。

　日常的な利用としてはリニアな湿地公園として住民たちに多くのものを提供する。まずかつて大湿地帯であった東京の植生の回復による原風景の獲得とともにここは教育
のための場となる。また都市の環境装置として大気浄化と水質浄化、貯水に役立つ。

　小名木川上を横断する新たな橋である。これからは人しかわたらないので、前後の湿地公園を延長し森と草原をその上に抱える空間となっている。この橋も水質浄化、大気
浄化の機能、かつて江戸時代に人々が橋に託していた集う場所としての機能をもつ。
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小木名川
1590 年頃、徳川家康が兵糧のための塩を千葉県の行
徳から運ぶために作った運河である。やがて、利根
川経由で江戸に運ばれる諸野菜や米、東北地方の年
貢や木材といった多様な物資や人をを運ぶようにな
った。結果、江戸物流の重要な運河として機能して
いった。明治時代に入ると、水運を利用した諸工業
のがあつまり、工業地帯が形成された。ここで加工
された物資は越中島線の小木名川駅から全国へ運ば
れた。しかし、これらの工場による過剰な地下水や
天然ガスの組み上げにより、小名木川近辺で大規模
な地盤沈下がおこり、運河は閉鎖されてしまった。
その後、堤防や閘門が次々に設置され、再び船が航
行できるようになった。
現在は、隅田川より直接分岐しているという場所性
から主に観光のための船が数は少ないが航行してい
る。

越中島線

越中島線
当時は盛んであった小名木川の水運と物流連絡ために
1929 年に開通。その後、鉄道による貨物輸送が衰退し
現在は工事臨時列車による鉄道用レールの輸送のみに
しか使われておらず、徐徐に廃止区間が増えている。
今回の計画では時代の変化とともに衰退している互い
に関係性の強い産業遺構である小名木川とこの越中島
線に着目し、これらの賦活を目指すための試案である。
かつては多くの物資をこの街から世界へ運び出し経済
発展をもたらしたこの場所をめぐるあらたな街への活
かし方の提案である。

水質改善
本計画地である越中島線は様々な河川を横断している。
本計画の湿地は横断するそれぞれの河川に対して、そ
の水を湿地の中を循環させることで徐々に浄化してい
く。

湿地帯

森林帯

リニアな湿地であり
ここには湿地特有の
植生が見られる。こ
の水は湿地によって
浄化され小名木川に
放流される。

リニアな森林であり
ここは木による快適
な環境が作られてお
り人々が集う場とな
っている。

本計画式敷地
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・通常時：  川より引き入れた水を循環し
　　　　　濾過過程をへて水質浄化を引
　　　　　き起こす
・豪雨時：  水は畦と排水機能似よってあ
　　　　　ふれることなく湿地の水の一
　　　　　部と置換され、浄化され、
　　　　　川へと放出される
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落葉樹

N

隅田川に生息している落葉樹
の種を植樹する。落葉樹は夏
期は日光をさえぎり、冬期は
日光を差し込ませ、快適な集
いの場を作り出す

広めな森林でありこ
こは橋に近づくにつ
れ、高木になる。

本計画が影響を及ぼす河川
越中島線

広めの場所では線路
跡の両側に湿地帯が
広がる。


